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川ヽ学生のコミュニケーション能力に対するPerfOrmance Assessment(2)
―活動プログラム (丁ask)と 評価基準 (Rubric)の開発 一
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本研究は、前年度に引き続き、子どものコミュニケーション能力を測定するための PcrfOrmance Assessmcnt

(PA)の 方法を確立することと、われわれの開発 したRubricとTaskを用いた PAの 信頼性と妥当性について

検討することを目的とした。著者 らが実践者 として行っているわくわ くコミュニケーションクラブの活動に新

しく入会 した児童を対象として、Taskを課 したときの子どもの反応をビデオカメラで録画 した。その録画 ビ

デオ映像が 3名 の評定者によって繰 り返 し観察され、6つ のコミュニケーションスキルに関してあらかじめ定

められた Rubricに従ってその水準が評定された。評定者間の評定値の一致の程度に注目したところ、話すス

キル ・聞 くスキル ・協カスキル ・調整スキルにおける評定者間の一致度が高いことが確認された。また、調整

スキルは、Rubricの水準を改善することによらて信頼性が高まるという結果が見 られた。さらに、Rubricに

基づ く評定と6回 の各活動の終了直後に実施 したコミュニケーション行動評定との相関関係について分析 した

ところ、Rubricによる評定を実施 した回の両評定間の相関は、どのスキルにおいても高かった。 これらのこ

とからPAに 関して、
一定の信頼性や妥当性が確認されたと考えられる。 しかしながら、PAを 確立するため

にはさらなるブラッシュアップが必要であることも指摘された。
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問題 と目的

小学生の対人関係能力や対社会関係能力を、学校教

育周辺の立場から育成するために、われわれ二重大学

教育学部の教育心理学教員 ・大学院生 ・大学生 (以下、

スタッフと呼ぶ)が 中心メンバーとなって組織してい

るボランティアグループ 「わくわくコミュニケーショ

ンクラブ (http://wwwos―hir00kao com/～wakuwaku/)」

は、二重県津市立M小 学校区内の小学4～6年生を対

象として、心理学をベースとした教育実践およびその

報告を2年 間にわたり行ってきた (廣岡 ・中西 ・廣岡 ・

後藤 ・横矢 ・矢神 ・福田,2005a;2005b;廣 岡 。中

西 0廣 岡 ・横矢 ・福田 ・秋山 0伊藤,2006a)。 具体的

には、人間関係の形成や発展を促 したり、自他が経験

する感情やその表現に注目させたり、社会的クリティ

カルシンキング (廣岡 `小川 ・元吉,2000;廣 岡 0元

吉 ・小川 ・斎藤,2001な ど)や 社会的スキル (SOcial

Skill)を獲得することにつながるようなプログラムを

開発して、子どものグループ活動を中心とした教育実

践活動を行ってきた。
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